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委員会意見要望及び当局処理状況（３月定例会） 

Ｒ４.６.３ 

議 案 

番 号 
件  名 

提 案 

年月日 

議 決 

年月日 

審  査 

委員会 
意 見 要 望 担当課 処 理 状 況 

第９号 

議 案 

 

 

豊岡市消防団員の定

員、任免、給与及び服

務等に関する条例の

一部を改正する条例

制定について 

 

 

４.２.25 

 

 

４.３.25 

 

 

総 務 

委員会 

 

竹野消防団では、定員数に対し

て欠員が生じている上に、分団に

よっては実団員数が半分以下であ

ることを踏まえて、消防車両の運

用を最優先にした分団の再編及び

定員数の見直しが実施される。 

その結果、分団が所管する地域

が広がるので、住民の日々の暮ら

しの安全安心を確保するために、

常備消防とのさらなる連携等、地

域防災力が低下しないよう十分留

意されたい。 

 

 

防災課 消防団組織の再編に伴い、地域

の消防防災力を維持するため、こ

れまで以上に竹野地区の各自主防

災組織の防災力の強化に消防本

部、消防団とも連携し取り組みを

進めることが重要である。 

具体的には、消防本部や消防団

の協力のもと、区・地域コミュニ

ティ単位での消火栓の取り扱い訓

練や可搬式ポンプの取り扱い訓練

を行うなど、初期消火能力の向上

に取り組む。 

また、防災に関しての出前講座

やワークショップ等を通じて、火

を出さない啓発や防災力の底上げ

を図る取り組みを推進していく予

定である。 
 

第32号

議 案 

 

令和４年度豊岡市一

般会計予算 

 

４.２.25 

 

 

４.３.25 

 

 

予算決算

委員会 

 

「ＤＸ推進の予算」について、

情報戦略アドバイザリー業務をは

じめ、ＤＸ推進のために多額の予

算が計上されている。組織も新設

され、本市のＤＸ元年がスタート

することとなる。新しい視点で意

識改革に取り組み、業務の効率化、

DX ･行財

政改革推

進課 

 

 

 

 

R４.４.27 に豊岡市ＤＸ・行財

政改革推進本部（本部長：関貫市

長）の会議を開催し、ＤＸ推進部

の基本方針を「市役所トランスフ

ォーメーション with デジタル」と

定めた。 

経営と業務双方の視点から市民
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市民サービスの向上に努められた

い。 

 

「超過課税の検討」について、

国や他の自治体を見ると、超過課

税は期限を設けて賦課されている

例が多い。その時点での財政事情

などを踏まえて、賦課する額や期

間などを検討し決定することが一

般的であるので、今後に向けて十

分検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

「消防団員の士気」について、

消防団員に対する団員報酬・出動

報酬の支払い方法については、消

防庁の助言に基づき団員自身に支

払うこととなる。このことが、消

防団の団結力や団員の士気に影響

を与えないよう、十分留意された

い。 

 

 

 

「新文化会館整備事業」につい

て、実施設計がすすんでいくが、

 

 

 

政策調整

課、財政

課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新文化会

館整備推

サービス向上と業務効率化に取り

組む。 

 

超過課税を賦課している他の自 

治体では、その財源を何に活用す

るかを市民に明示し、適用期限を

設け、見直しを図られている事例

がある。 

 一方、本市の超過課税は、都市

計画税の代替財源として検討を進

めてきたものであり、下水道事業

会計への繰出金に充当している。

超過課税は社会基盤整備のために

必要な財源を確保するためのもの

であることから、現行の税率（税

額）とし、期間を定めることは、今

のところ考えていない。 

   

報酬等の団員個人への直接支払

いは、支給事務の透明化や団員の

士気向上、団員の家族等の理解を

得るためにも大変重要であり、消

防団のご理解をいただき、2022 年

度から個人支給を行う。 

なお、消防団の運営費について

は、消防団運営交付金として、団

員１名につき 7,000 円を措置して

いるところである。 

 

 新文化会館の整備にあたって

は、建築資材等の価格の動向をし



3 

 

現在の企業物価高騰について大変

危惧するところである。しっかり

と精査しながらすすめていただき

たい。あわせて、公共施設統合の

観点からも、市民と文化団体が利

用しやすい運営がなされるよう配

慮も求める。 

 

 

「環境政策の推進」について、

2050年までに二酸化炭素実質ゼロ

に向けた取り組みや、「豊岡市プ

ラスチックごみ削減対策実行計

画」による循環型社会の構築及び

脱炭素社会の実現を目指すため

に、ごみの減量化や海洋汚染対策

などについて、具体的な成果があ

がるよう取り組まれたい。 

 

 

 

 

 

 

 

「老人クラブへの補助金」につ

いて、高齢者の生活を健全で豊か

にするため、豊岡市は老人クラブ

活動補助金を老人クラブ連合会と

単位老人クラブに補助している。 

その財源として、兵庫県から老

進室 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活環境

課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高年介護

課 

 

 

 

っかり見据えながら、建築費の精

査をすすめていきたい。 

 また、誰もが集う利用しやすい

施設を目指して整備を進めるとと

もに、管理運営などのルールにつ

いても、広く市民の意見を聞きな

がら、管理運営計画をまとめたい

と考えている。 

 

循環型社会の構築及び脱炭素社

会の実現を目指すために、市の率

先行動として、全庁的かつ横断的

に豊岡市の脱炭素化に向けた取り

組みを示すことで、市民や事業者

などの自主的で積極的な脱炭素化

の取り組みを促す。 

また、本年３月に策定した「豊

岡市プラスチックごみ削減対策実

行計画」の数値目標である「2030

年までに使い捨てプラスチックご

みをゼロにする」を実現するため

に、「知る」、「出さない」、「回収す

る」の３つの視点からプラスチッ

クごみの削減に取り組む。 

 

県の老人クラブ活動強化推進事

業補助金が減額された場合、老人

クラブの活動に支障が出るとこと

が予想される。このため市として

は、補助金が減額されないよう、

他の市町と歩調を合わせながら、
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人クラブ強化推進事業として補助

金を受けていたが、昨年末、唐突

にこの補助金の削減の方針が示さ

れたため、市は一般財源で埋め合

わせる予算案を提出している。 

削減は令和５年度に向けて検討

するとされ、新年度への影響は免

れた。しかし、今後県から老人ク

ラブへの活動補助が削減されれば

老人クラブの活動に支障が出るこ

とが予想される。老人クラブ強化

推進事業の補助金が削減されない

よう、強く県に求められたい。 

 

あらゆる機会をとらえて県へ要望

を行っていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


